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平成 28 年度 記者懇談会（第 5 回）の記録 

 

日 時 平成 28 年 8 月 26 日（金）午後 3 時 30 分 

場 所 水道庁舎 4 階 会議室 

記者数 8 人 

同席者 阿部副市長、天野副市長、総務部長 

次 第 1 一期目の任期を終えるにあたって 

    2 その他について 
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1 一期目の任期を終えるにあたって 

説明内容 

（市長） 

任期最後の記者懇談会になりますので、ご挨拶方々お話させていただきます。とは

言ってもこういうことを具体的にという話す内容を決めているわけではございません

ので、いろいろご質問いただければなと思っております。 

お陰様で 4 年間市政に全力で取り組ませていただきました。4 年前の選挙の際に元気

八策ということで公約を掲げさせていただきました。これまで、その元気八策をもと

に予算では 4 つの重点分野ということで、着実な事業展開を図ってきたところでござ

います。 

この間、当面の課題でございました、例えば学校給食ですとか、ごみ処理場の問題

とか、さらには大雪の後を受けた雪対策ですとか、いろんな課題があったわけですけ

れども速やかな方向性を定めて事業に着手するとともに新たな取り組みもいろいろ行

ってまいりました。 

忘れもしないのが、就任 3 日後に起きた南利根別川の雨水です。やはり市民の皆さ

まの安全・安心をどう守っていくのかというのが市役所の最大の課題ということで認

識をした次第です。以来、ハザードマップをはじめ水害対策の拡充を進めてまいりま

した。お陰様で南利根別川は既に北海道庁によります改修工事の 2 年目を迎えていま

す。これからも南利根別川のほか順次市内を流れる中小河川の改修ということも予定

をされています。 

さらには子育て支援ということでは、やはり若い方々の結婚あるいは子育ての希望

を叶えるという意味では先駆的に取り組んでまいりました。お陰様で相談体制も含め

て拡充を図ることができ、3 月にはあそびの広場もオープンいたしまして、いよいよ「え

みふる」として母子の保健あるいは子育ての相談・支援、そういったものを一つの拠

点施設で行うことができるようになりました。 

また、産業・経済の分野では中心市街地の活性化について具体的な事業に着手する

というようなことで取り組みました。まちなか活性化計画、さらには中心市街地の基

本計画を定めまして事業展開を図ってきたところです。空き店舗等の課題もございま

すが、まずは定住人口を増やすというようなことでも具体的な事業にも着手をさせて

いただいたところです。 

また基幹産業である農業の振興については一番早く取り組んだのが、精米施設の建

設です。北海道で一番の作付面積、収量ともに北海道一を誇る岩見沢のお米、それを

ブランド化する、そういった意味では年間 6 千トンの能力を持つ精米施設を市営で建

設もいたしました。その後、ＩＣＴ農業の展開、スマート農業ということで、日本で

最先端の取り組みも展開することができました。岩見沢の農業の現状を考えたときに、

土地利用型の農業、さらなる経営の効率化や生産性の向上を図るためには避けては通

ることができない課題だというふうに認識をしています。ＲＴＫの補正局を市内 3 か

所に設置するとともに 13 台の気象ロボットの設置をいたしました。ビックデータをオ

ープンデータ化して農家の方々にご提供するとともに現在誤差 3 センチでトラクター
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の自動走行も可能な環境になっています。これは日本最先端ということでいろいろ評

価をいただいているところでございまして、有難いと感謝もしているところでござい

ます。これは取り組むに当たっては市役所がリードしたというよりはむしろ農家の

方々の希望と市役所のサポーターのそれぞれお互いがパートナーとして取り組んだ事

業の成果ということでうれしく思っているところでございます。さらには企業誘致を

はじめ、ソーラーパネル、太陽光発電の誘致等々にも取り組むことができました。一

定の成果も出てきたかと思います。 

それから今年は 1 月に定めました長期ビジョンと総合戦略をもとに、いよいよ本格

的に地方創生に取り組む実行元年でもございました。4 月からは、移住対策をはじめ、

新しい施策にも多く予算を割いて取り組むこともできました。お陰様で昨年の 11 月以

降 7 月までの社会動態を見ると札幌への転出が大幅に減って、市外、道外からの転入

が増えてきている。そしてうれしいことに 14 歳未満の子どもさんや 20 歳から 39 歳ま

での若い年齢の方々の転入が増えてきているというような傾向も出てきております。 

さらには、教育施設の面においては耐震化が遅れていた学校教育施設については、

中央小学校の改築をこれからやるところでございますが、それを除いてはスピードア

ップをして 4 年間で残りの耐震化が必要な学校施設については全て今年の南小学校で

完了するというような状況を迎えることができました。 

それから、福祉の分野では障がい者福祉計画、障がい福祉計画を策定いたしまして、

まさに岩見沢市にとりましての共生社会の実現というようなことを受けて踏み出した

ところでもございます。 

一定の総合的なバランスをとりながら事業のレベルアップ、市政のレベルアップに

取り組めたというのが率直な感想でございまして、特に財政環境につきましてはむし

ろ平成 23年に比べるとあらゆることが大きく改善をしてきているということでござい

ます。実質公債比率を大幅に下げることができたかと思います。ごみ焼却場をはじめ

とする大型事業がございましたので、公債費総額は増えてはおりますけれども、実負

担は 12 億円抑え込んで、言葉を換えれば 12 億円の負担は増えますけれども、70 数億

円のサービスを市民の皆さんに提供することができました。ごみの有料化も実施をし、

お陰様でごみの総量自体は 3 割の減少ということで市民の皆さまのご協力に本当に感

謝をするところでございます。 

これからは、引き続き岩見沢市役所のステップのレベルアップということで市役所

改革も進めてまいります。残念なことに事務処理のミスも相次ぎましたが、そういっ

たものが発生しないようにリスク管理を徹底しながらまた市役所のレベルアップに取

り組んでまいりたいと思います。そういった意味ではこれまでの 4 年間の実績をスタ

ート台として、階段を 1 段上がったところから 2 段目を目指すというか、ホップ、ス

テップ、ジャンプの 2 段目という言い方がいいのか、あるいはステップバイステップ

というか、一年一年、予算の議論、サマーレビューあるいはオータムレビューを通じ

て課題を先送りしないできちっとした形で事業展開するということに心がけて取り組

みをさせていただきました。そういう確かな実績と土台をもとに今後岩見沢市の魅力

をさらに高めていく、あるいは魅力を発信していくといった取り組みにも邁進してま

いりたいと思います。 
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また、観光戦略についても 3 月にまとめさせていただきました。これは専門機関の

ＪＴＢ北海道さんと協力をして、連携をして具体的な方向性を出させていただきまし

た。そういった意味では、新たな観光振興というような芽もこれから出てきているわ

けでございまして、岩見沢の良さや強みを生かしたまちづくりをこれからさらに重ね

てまいりたいというふうに考えているところでございます。いろいろ言えばきりがな

いくらいあるのかなという気もいたしますが、これからのまちづくりのキーワードは

やはり「健康」という言葉も重要なキーワードになると思います。もちろん「情報」

とか「環境」というのもあります。特に人口減少が岩見沢市における社会面あるいは

経済面でどんな影響を与えてくれるのか、決してプラスの影響を与えないですからそ

れを克服するために岩見沢市はどうするのか、といったような観点で長期ビジョンと

総合戦略を固めたところですけれども、その方向性の一つとしてはＩＣＴ基盤をもっ

ている、ビル型のデータセンター、クラウド型のデータセンターを持っている訳です

し、一元の光ファイバー網もあります。その中で培ってきた経験もあります。そうい

った物をフル活用して、また民間の方に開放して、そこで企業誘致一つにしてもお互

いがパートナーとしてウイン・ウインの関係を築けるようなことを中心に岩見沢の発

展にも少しは寄与できたのではないかというふうに思っているところです。 

まさにこれからが第 2 段階というような時期を迎えているわけでございまして、今

後ともよろしくお願いしたいなと思いますし、お約束の定例記者懇談会をちゃんと毎

月 1 回は開くことができたというようことは私自身も感謝をしているところでござい

ます。以上でございます。 

 

 

質疑応答 

（北海道新聞） 

 市長に就任する前は岩見沢市職員として取り組まれてきたと思うのですが、トップ

になって大分環境は違うと思うんですが、その点については、どういうふうに心がけ、

取り組まれてきたのでしょうか。 

（市長） 

率直な感想を申し上げれば、職員時代は内部管理部門が長かったので、そういった

意味では市役所の全般についてある程度知識は持っているというふうに思っていまし

た。実際に市長という立場になって、特に予算編成、サマーレビュー、オータムレビ

ューを通してなんですけれども、仕事の実態というか、課題というか、そういったも

のをきちっと認識をしながら、自分自身の勉強だと思いながら取り組みました。そう

いった作業課程を通じて、例えば一つの目的をあるいは効果を求めるために、一つの

事業だけではなくて、この事業とこの事業を組み合わせることによってより効果が上

がる、そういう相乗効果とかシナジーといったものがより市役所の事業展開の中では

意識するようになりました。 

（北海道新聞） 

当たり前ですけれども、仕事の仕方というのはがらっと違うわけですよね。 

（市長） 
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 当然立場が変われば、立場が人をつくるというのもあるほどやはり同じ市役所の仕

事のことでも、自分自身の心がけは当然のことながら違います。責任の度合いも違う

わけですし。その中でより大きな、俯瞰的な視野でより大局的な視野で岩見沢市全体

のことについていろいろ把握もすることもできましたし、ただそれをするためには具

体的なことをしなければ、そう願っていてもできないわけなので、そういった意味で

はサマーレビュー、オータムレビュー、予算議論というのは最初に申し上げたのは、

市役所は市民のための仕事をするところですと、そのためには施策の質と量とスピー

ドを上げましょうと、中でも一番重要視したのはスピードアップということでやりま

したけれども、結果としてはスピードアップすることで質も量も上がってくるという

ようなことも自分自身では経験をしたところでもございます。もちろんできないこと

もあるわけですから。それはできないことはできないというふうにきちっとお伝えを

するということも必要でしょう。そういった意味では市役所にとって都合のいいこと

ばかりを言うのではなくて、都合の悪いこともしっかりお示しをすると。ですから今

日の最後の仕事は市政地区懇談会でこれが 43 回目です。43 回の市政地区懇談会を開か

せていただいて、そういった意味では現場主義で市民の皆さまの生の声も直接お聞か

させていただくような機会も作れたというふうに思っていますし、それを速やかに市

役所の仕事に反映をするというような取り組みをさせていただいたかなと思っていま

す。 

（北海道新聞） 

あらためてやり残したというようなことはございますか。 

（市長） 

やり残したことというよりは、自分の感慨としては 4 年間これだけのことをやった

んだなという思いもやっぱりあります。ただ、もっともっとバージョンアップできる

なという思いもあります。バージョンアップなのかレベルアップなのか言葉はそれぞ

れですけれども、少なくともより太いベクトルで、よりレベルアップとバージョンア

ップをした仕事をこれから岩見沢市は進んでいくというふうに思っています。 

（北海道新聞） 

 先ほど利根別川のお話をされたと思うんですけれども、それ以外 4 年間で特に印象

に残っているものを教えてください。 

（市長） 

 就任して予算に直接的に反映した分野の仕事はやはり、子ども子育てです。ブック

スタートと産前産後ヘルパー、あわせて障がいのある子どもさんたちの療養の問題、

いわば岩見沢市のお子さんたちのライフステージにとって、それぞれあるわですけれ

ども、何が足りていて何が欠けているのか、そんなところで必要な事業展開をしてき

たというのが一つあります。言葉で言えば子育てなんですけれども、やっている中身

というのはそれぞれバージョンアップをしていたり、新規ということで経済的な助成

をしたり、とそういった積み重ねというのが大事なんだなというふうに思っています。

例えば学童保育ではなくて、障がい児の療養、放課後デイサービスの関係なんかは最

初は岩見沢市では社会福祉協議会で行って、つみき園 1 園だけでしたけれども、そこ

に福祉村が参入をしていただいて 2 園、さらに 2 園と、さらに民間事業者さんにも参
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入をいただいて、岩見沢市はその場合の自己負担額はゼロにさせていただいておりま

すので、かなり障がいを持たれたお子さんたちの放課後のデイというのは随分拡充で

きたと思います。市が直接やる仕事と市がサポートすることによって民間事業者と連

携をとってやる仕事とかいろんなやり方があるので、そういった意味では拡充ができ

たかなという気もいたします。 

（毎日新聞） 

 4 年間の総括というよりもこれからのことだったんですけれども、先日決起集会で聞

かせてもらって、市立病院の改築というのをおっしゃっていたと思うんですけれども、

新しい元気八策には載っていなかったと思うんですけれども、それについてはどうい

うふうに考えていますか。 

（市長） 

それは個人的にはということでお断りをして発言した内容なんですけれども。今市

立病院はどこの公立病院もそうなんですけれども、経営がかなり厳しい状況になって

きています。市立病院を例で申し上げますと、消費税が 1％上がると経営にとってはマ

イナス 5 千万円発生いたします。それから医師の確保というのもこれも共通の課題で

す。そういう経営を取り巻く環境、あるいは医療の高度化も含めて医療を取り巻く環

境が厳しくなる中で、4 年前と比べると、医師の数にしても 10 名以上増えてきていま

す。消化器内科をつくって現在 15 の診療科を設けています。南空知の第 2 次医療圏の

中で基幹病院としての機能の向上も図られてきたというところがあります。ですけれ

ども、これからさらに時代が求めるもの、あるいは市民の皆さんや住民の皆さんが求

めるような医療サービスということでは、施設的な限界があるのではないかという認

識を持っているということで、あのように個人的にはそういったことも検討しなけれ

ばならないのではないのかと、申し上げたのです。 

（毎日新聞） 

個人的な見解といいましても、仮に就任されましたら。 

（市長） 

市長だからといって、言えば実現できるというわけではないので、市民の皆さまに

とってどういったことが必要なのかということを含めて、しっかりとした課題の抽出

をして検討していかなければならないということになろうかと思います。そういった

意味での検討です。 

（毎日新聞） 

岩見沢以外の三笠ですとか江別ですとか美唄ですとかそういったところとの医療の

連携というのはどう考えていますか。 

（市長） 

そういったことも含めて南空知の医療圏構想の中で議論が進んでいくものだと考え

ております。それは公立病院との連携もあるかもしれませんけれども、民間病院との

連携もあるわけでしょうし。 

（プレス空知） 

一期を振り返るといったところでは正直なところあまり触りたくないというか、話

したくないといったところになるのかなと思うんですけれども、あえて聞かせていた
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だくと、いろいろいい部分も成果として進んだ部分も出たんですけれども、市役所改

革のところで人的な不祥事とかがありましたけれども、市長の 4 年の中でこれは自分

の中で宿題というか、次また機会を与えていただけるのであればというところの思い

というのをどの辺に置かれていますか。人的な部分だけではなくて他の部分もかまわ

ないんですけれども。 

（市長） 

市役所改革、信頼が基本ですということは当初からお伝えしていたので、事務処理

のミスというのは非常に残念なことでもありましたし、また事務処理のミスという表

現では済まないような不祥事といわれるようなことも起きました。25 年、26 年という

のはそういった事態は起きなかったんですけれども、27 年に入ってから立て続けに起

きたということについて、私自身も申し訳なく心から反省をしているところです。現

在その再発防止といったことについて取り組んでいるところですけれども、今後は組

織全体としてリスク管理というか、そういった再発が起きないような対策をしっかり

考えていかなければならないなと思っています。さらに自分自身のことに関しても本

当に不明を恥じるばかりですけれども、一生懸命頑張っている職員もたくさんいます。

その中でいろいろこういうことが起きると決して評価させることではないので、あら

ためて次の機会が与えられるのであれば自分自身のことも含めてしっかりとした行政

サービスを市民の皆さまに提供できるような体制の構築に向けて取り組んでいきたい

なというふうに思います。 

（読売新聞） 

一期目というか二期目の話しになると思いますが、岩見沢市にとって最大の課題は

何だと思いますが。 

（市長） 

これは全国どこの自治体も共通すると思いますが、人口減少だと思います。地方創

生の関連だと思います。それをどう克服していくのか、あるいはどう対応していくの

か。当然のことながら積極戦略も必要ですけれども、調整戦略も必要になってくる分

野になってくると思います。そこの対応だと思います。そこはあらゆる施策というか、

できることをフルパワー、フル活動していくというそういった考え方も必要になって

くるんだと思っていますし、そういった考え方で総合戦略をまとめたところです。た

だ、岩見沢市ＩＣＴ基盤もそうですし、アクセスの良さもあります。豊かな自然もあ

って、今現在子育ての環境もトップレベルにきた。健康づくりという分野では北海道

大学と連携したＣＯＩ事業と全国の自治体で唯一参加しているそういった事業の取り

組みもできてきている。そしてこれまで行ってきた健康寿命の延伸も含めてですけれ

ども、都市経営そのものに対する健康というキーワードの認識というか、そんなこと

も含めて 6 月には「健康経営都市」ということで認証もいただいたということもあり

ます。健康ということで、地場産のおいしくて安全な農産物を作るなど、ビジネスと

いうのも出来つつあります。そういった意味ではより岩見沢市にお住まいになってい

ただいている市民の方々の住環境とか生活の質の向上とかというのは当然なんですけ

れども、そのことにプラスアルファをして、例えば日本の中でリードをするようなト

ップランナーとしての地位を築くような健康経営都市というまちづくりの考え方とか
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やり方とか、もしくは「食と健康の達人拠点」とか、さらにはＩＣＴロボット農業と

いうかスマート農業の展開とか、そういう全国に評価されるような取り組みも一部、

少しずつですけれどもできてきたのかなというふうに思います。そういったものを両

面でより高い次元に向けて取り組んでいく必要性があるというふうに思っています。 

 

 

2 その他について（記者からの質問） 

質疑応答 

（ＨＢＣ） 

今朝の新聞報道で一部あったり、先ほどＰＴＡの方か申し出があったりなどの学校

給食の異物混入の件なんですが、この件に関して我々も事実関係を確認していないと

ころがあるんですが、まず経過を分かる範囲でかまわないので教えてもらっていいで

すか。 

（市長） 

私の方から報告を受けている範囲でお答えいたしますけれども、まず 8 月 22 日に食

材を切り込むための包丁が破損している。その際欠損部分が見つからなくて春雨スー

プの提供を中止したというのが概要になろうかと思います。現在でもその破損した欠

損部はまだ発見されていないということなんですが、包丁を使用した食材は人参と玉

葱ですと。これが春雨スープの具材ということなんですけれども。即座に破損がわか

った時点で、既に配送を終えていたので給食の中止ということを教育委員会から各学

校に連絡をしたんですけれども、岩見沢地区の小中学校 19 校全校で献立は出されてい

るのです。そのうち、12 の小学校、中学校は連絡した時点で一部または全部を喫食、

その他の学校ではまだ喫食をしていなかったというところです。調理所の検食、必ず

作ったものを職員が食べて検食するわけですけれども、それでは異常はなかったと。

また、各学校でも給食前に検食をするんですが、それでも以上は報告されなかったと。 

それで、保護者の方には経緯を記した文書を配布したと。発生原因なんですけれど

も、フードスライサーというのはチェックリストを作成して作業後に直ちに破損や欠

損が確認できる体制をとっているんですけれども、包丁に関してはチェックリストを

作成していなかったと。口頭での周知と目視での確認作業というふうになっていたと。

それで、今回は欠損部の発見が 12 時近くになってしまったと。防止対策としては、民

間事業者が委託を受けてやっているんですけれども、調理業務を行っている会社に当

然のことながら再発防止を図ることで、東洋食品さんが受けているんですけれども、

そこからチェックリストの作成とダブルチェック。それから調理師への周知徹底を図

る旨の報告を教育委員会は受けているというような状況になっています。ですから恐

れというか、異物混入があったということではなくて、異物混入の恐れあるいは疑い

があったということでそういった措置をとったというような状況だそうでございます。 

（ＨＢＣ） 

 今まで記者発表が無いということに対しては、どう思われますか。 

（市長） 
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 疑いということで混入判明していたわけではなくて疑いということで対応したとい

うことで。そこは教育委員会の判断でございます。教育委員会に聞きましたら、その

点については今後検討していくということを言っていたということで、後でご確認い

ただければと思います。 

（北海道新聞） 

 確かに今回は市教委が公表をしないという判断をされていて、市長は関与されてい

ないということだと思うんですけれども、特に公表する云々については市長部局は指

示はしていないのですけれども、一方では市教委の管轄と言いながらも、たぶん市民

の目線としては市の全体的な、市はどうなのかというところを見ていると思うんです

けれども、それについて、やはり公表、早め早めに情報公開するというのが今重要な

中で、健康被害の恐れがなかったから今回は見送りましたという市教委の話しなんで

すけれども、それでよかったんですか。 

（市長） 

 私が公表云々という立場ではないんですけれども、その点については教育委員会と

して今後どのようにするのかということをはっきりさせるというふうに申し上げると

言っていますから、その話をまず聞いての判断かなと思います。公表してかまわない

というか、それはより適切な方法で。これが異物を混入してしまったということであ

れば待ったなしに公表して広く周知するということは必要でしょうし、事案事案で考

えた結果なのかなというふうに思いますけれども。私のところに報告がきた時点で、

こういうことで健康被害は起きてはいませんという報告であったのは事実です。 

（北海道新聞） 

 公表について市長は今回適切とは思われているのでしょうか。 

（市長） 

何よりも健康被害の防止というのが一番何より大切なので、その点では教育委員会

としては適切に判断して対応したのではないのかなと思います。それと、公表の問題

については今後、しっかり検討していくということで、それはしっかり検討してくだ

さいということです。 

（北海道新聞） 

 公表がされていなかったということについてはどのようにお考えですか。 

（市長） 

第一に急いだのは各学校への配送を終えてからの対応だったので、そこと健康被害

の確認に一生懸命対応したんだろうなというふうには想像はしていますけれども。そ

れと公表の問題はしっかりと考えたらいいんじゃないのかなと。言葉を換えて言うと、

後からそれが市長選に向けてどうこうというようにいわれるようなことは、なんか決

してプラスではないので。公表するというルールを作ると言っていますから公表して

いいんじゃないですかというのが、僕の考えなんですけどね。 

 

 

 

 
（注）記録の内容については、重複した言葉遣いや、明らかな言い直しがあったものなどを整

理した上で作成しています。（作成：岩見沢市秘書課広報係） 


